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のホをさらにAとBに分け， A;ま普通 g農業"商業 4 工業・家庭のSつに， Bは総合
普通職業の3つに分けた〉に集計した。
4、.中学校の父母，之ついては性別，地主君;}ij(児童生殺の場合と同じ〉お主び主代JJ(


















( t ) 調査結束は，穿'.\2~から第 4 宣言にかけては家庭・学校 ・ 社会の分野別に問題ど主!こ
示 し・ 都 51詩で金問題を過して調査結果の総括をした。ぞとで・ ~2~から第4章容を
の分野別，問臨ごとの調査結果の見方であるが・調査結果はゐ肝柑集計の過程l三郎じて












































































( 1.) 児童生徒父母 ・歓留の比較〈策1図の 1-6)
(千うまザ， (問1)すな段ち意識についてみると，各賠を沼じて最も多く混lまれでいる
φ争議採膝5(D) ~の 「お主うさんひ之りでふきげんでいるのはよくないから a おとう
さゐI~わけを話してくれゐょう 1;:言う。 j といる考犬方である。しかも a 乙の考え方を
ji~も知、iト丘、 õ .刈-11 .中3・高 2主主学年が進かにつれてしだいに増大し，特に中
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潜別容によって若がないかどうかを閥次みいくととにする。
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(2) 全国&の比較 (第盛衰の1) 
【イ)まず児童生徒についてみると，選択肢:5(1))の 「おとうさんひとりでふさげでい
るのはよく左いから，おとうさんにわけを話してくれるように言うo Jという考え方と








(u)つぎに父母についてみると ，児誕住絞の掛合と同じぐ，選択肢1(0) ~t> 5 CD) 





(3) 男女の比較 C第4表の 1) 
てイ〉まずJ尼章生徒についてみると，小5‘中工ではs淑択設5 (D)の「おとうさんひ
とりでふきげんでいるのはよくないから，おとうさんにわけを話してくれるように・言
う。 Jという考え方を選ぶものは男に多いのに却し.Ljf 3 ・ f;~ !!では逝j~女に多く，そ
の.普もIJ、5・中 1に比べて比較的大きい乙とと，議択肢5(D) (J);fj:識と実践のずれ
は，小 5 ・中 1 においては男が~Jr者であるのに対し， 中 3 ・ íf'J 2 では逆!と立に日11若であ
る.
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(4) 飽犠別・課程耳IJ児童生徒の比較〈第4去の幻
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村部で最も顕著であるとと・選兵肢4.(E Jの「円分には分らないととだろう し・ いつ
かtJとうさんの気げんが直るだろうから e それまでだまっている cJというものがa 山
村部 1部市郎に比較均多いととなどが指摘される。
fロ〉つがに年代別にみると. 80代.40代でほ選Wf伎r;(D)の説的より史肢が少なく




tわコたつて1寓草|附凶時:'1引制1怖li川u山1仁こ多く'選択.j支1 (0) を~.~~もりは ei並l~全日 llilH~多い乙と・全日制
の中では・諸沢j庇!j(D) を出ふものが降五福~芯l之最も多いととたどがJhl尚三れる.
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の;意識と実践のずれは，21)代が長も蹴.若で， 30代・ 40代・ 50代と年代が進むにつれ
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注目さ札る〈中 1 が15 . 中 3 が 17. 商 2が ~4%) 。




〈ロ〕つぎに父母についてみると，最も多いのは n-n~で2-5%. D- C型 ・c-
D型がとれについで多いが. D-A型・D-B型 .D- E型等もかなりみられ，
総体前lz議議と実践の不一致型が一政型よりも庄~IñSに多い.
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3 鶴査結果の考察 flJ 
(1)以b 前査結果をいろhろな角度から分析t悦示してきたがpどくl大まかに鞠M5
ると，現代社会の多くの人々はa抑査問腿 (1)白ようなl:Vij町においては， rおとうL~ 
んひとりぜふきげんでいるのはよえないから s おとうさんにわけ閲してくれるようiカ





ととが必蕊なのではある事いか。 ζ札に 1つの手がかりを与えて《れるのが， (1開3
の実j践においては， A.B Ji}今どの閃習的，司王大主織的，あるいは過日:n市と思
れる行部j世帯ぶものがs各!荷ともかなり多く稔っているという市突である。
















{51 \づき~:'fに主ι して指蔀上の立場に立って君子の考察を如えてみる ととにする。
強1f，選択肢1CO)の「おとう さんの:気分を切るくするために，みんをできるだけ陸
部も事:~Iこずる。 J というようにB 家族の中り 1人の悩み，悲しみを家競争体の悩みや
議長tじみとして共に受けとめz 子どもは子どもなり に家路全体む関摺解tlclc関与して，実




























うした指導は小5・中 1・中 3・高2と進むにうれτsしだいに?必要とされてくる ζと
が調査結果から判断さ!れる'，0


























r&v~ iもりであ、る。とうした指噂は中 3 ・高 2段南でもそうとう力を入れるべきととを議
査結呆が示しているι
































C 1 )児童生徒 ・父母 ・教師の比較〈第2図の 1-4) 
(イ〉まず〔間 I)すなわち芯識についてみると a生徒(中 3“高2)と毅師は選択s!i，





















てい長男が却を守っているのだから・ 円分が詩う。 Jとかいう行動を選ぶものが C問

























(2 )全固との比較(第61交の 1) 
(イ)まず生税についてみると・選択肢1くA)の 「世間ではたいてい長男が親をおって











































--. 3'0 -!， 
持:・6表tの"(生後 ・父母 ・教師〉
ドと 1 -A 2_ ~ E 3- ]3 '4'一、。 5-1) ω!c 2) ¥ 1 'Ic 2)， ( 1料〕C i );て2)
見 14ヲ五 11 10 8 日 16 3.4-3fi 32 12 
中 |女 一 一 一 一
トー 『ー 一 一
13 19¥ G 8 11 20' 36 3.0 33 ;:14 
一 一 一 一 一
三 l 計 14 工91 '8 8 12 18 s5 3~ 32 .23 
.一 一 一
|全国 11 J3' 10 u' 10 18 36 3斉 ，2;l 24 
-I男 ? 16 13 8 12 23 40 38 28.'・ 1盛
高 一 一 一 一 一 一
女 句、 14 11 8 13 .2:3 33 39 35 16 
一 一 一 一 一 一 一
吾ー1- 吋 16 12 8 13 23 37' 38 S2 主5一 -一 一 一 一 一』
会国 6. u 14 16 ]1 25 37 36 33 15 
男 34 26" 9 8 9 11 29 33 17 l5 
父 一 一 一 一 一 一 ト一一一 一 一
女 36 27 8 5 ワ 14 $1 38' 工s t5・
一 一 一 一ー一-'一 一 一
母 35 27 ち ワ 8 . ]3 :?'Q 38 17 1.5 
一 一 ト一一一 一 一 一
28 '2'1 8 8 lO 14 34 39 21 rマ
男 10 15 6' 4 11) 26 43 48 25 91 
教 一 一 一 一 一 一 一
女 10 11ワ 5 5; 1~ 27 39 42 28 10 
ーー一 一 一 一 ，ー』ーーー一
時 雪f 10 16 6 4 16 .26 42 益4 26
4 9 
一 一 一 一 一 一 一 一 一




〔イ〉まT地成別院みると，山村部、平村部 ・都市部においては選択肢4 (，0) qj人閉幕
霊の立場に立ちs、人間的信頼，感を基調とする考え方を選ぶものが蕊，if)多くて策I位とな








ドご l-A 2'_.E _3-1314-C 5- D (1)1(:0 ( 1 ~'I ( '2 * 1 )1ω ( 1 )!<2) 唱ー曲 4 
1IホT15% 13 2 5 24 19 39 44 勾 18 
巾 一 一 ー 一 L一一 一 一平村 H 22 8 y p 14 40 38 37 28. 
-ー 一 一 一 一 一
一 回了 13 16 6 II 9 24 25 ，2汚 42 
2e: 
【 唱ー， 一 一 一 一 ト一一一 一 一 一. 
都市 1.，6 21 11 6 8 15 38 35. 26 !ld、
平手 4. 14 15 11 12 22 S5 35 33 ，H 
‘・ 謀 一 一 一 一 一 、ーー 『
農 1. 20 8 5 8 19 38 :39' 34 1& 
告さ 穆 一 一 ト一一 一 一 一 一 一蔚 7 10 13 6 13 23 43 50 !34 13 
.'itiJ 一 一 一 一 一 一 一ョ: 3 n 11 6 13 34 l' 4o 042 28 6 
日 ，.r、 一一 一 一 一 一 一 一 一と家 7 r2 ' l()' 12 16 21 29 36 38 18 I 
t--一
6 14 12 9 1.~ 22. $6 39 32 J5 
時リ 日一 一
同
! 4UF子、 7 15' 12 8 14 20 34 39 38 16 
て口う 普 5、 13 I 11 I 11 I 15I 2a I 37 I 32 I ~l2 I 18 
日
U 職 8I ].6I J.1 1 5， I 10 I 25 1 ，42 I 43 I 3O I 12 



















ドill-込 2---E l3....n 14....0 15..D I( 1れ〉〈1)lC21く1*i*1*3*1)(く2)
山村部 ~5 24 9 8 1 12 14 35141 17 14. 
、 一 一 一 一 一 一
平村部 39 29 3 6 1 7 9 36 35 13 19 
一 一 一 一 一一 一
町 部 37I 29 7 G: 7 11 31 : 39 I 16 ]3 
一一一一 一 一
都市部 34 I 21 11 15 24 I "37 I ~O 1.5 
一 一 一 一
30代以下 33 .26 5 jヰ 7 14 36 42 16 12 
一 一 一 一 ト一 一 一 一 一
40 {て 3g 29 8 7 9 12 30 36 15 15 
一 一 一 一 一 ー 一 一 一一
50代以上 ~3 25 12 7 9 11 23 36 20 19 一
普 31 24 9 6 日 JJ6陪胡 17 I 13 
|課 一一
農 44 31 8 4 3 1 10 ; 31 1 44 16 1 9 
全 程 一 一 一 一 一 一 一 一商 42 37 10 4 6 J:~ 29 3る 14: 10 
Bリ 一 一 一 一 一 一一
エ 40 36 8 6 10 14 23 3長 16 8 
rヘ 一 一 一 」
10 .36 同 1=1 A 家 27 28 8 円d 9 38 19 17 
¥..J 
一 一 一 一 ーー一 一 一一 一
r |計- 36 30 8 5 8 13 31 39 16 11 
一 一 一 一 一トー一 一 一
伽j
穂町 1は3145 6 
5 ]0 13 3δ;J8 19 J2 
同 一一一 一 一 一
" 普開 7 8 12 18 32 勾 16 14 . B 
、..，/ 一 一職;42!3O I 7 4 5 1~ 26 j 3~ 14 9 









〈ロ〉つぎに年代別にみると，選択肢~ (C)の行勤を選ぶものは20代・ 30代・ 40代・







i?-¥2P凶喜U2二kAl12- E13-R l4- c s-D 
¥( 1 )lC 1)\~ * 2 ;!C• )f戸川¥c2) 
小学校 17 6 5 40 26 9 
中学校 9 14 6 iS 15 ' 24 1 44 50 27 9 
一 一 一一，--→一一一一 一 一
1詰寄学校 2 ~ 10 お 1J 17 43 4.0 ~?J 10 
一 一 一 一 ← 一 ト一一一-一一一
2 0 代 10 14 G 4 19 31 37 36 2汚 13 
一 一 ー 一 一 一 一 一
3 0 代 9 17 8 ら 10 26 44 45 24 7 
一 一 一 一 一 一 一一 一
4 0 代 12 19 。4 13 19 4~ 43 31 11 
一 一 一 一
5 () f~ 。伽7 17 521δ9 28 3 
諜 普 10 23 18 
] ] S 19 37 4;3 26 4 
一 『 一 一 一一 一 一
程 農 14 21 8 8! 8 7 45 42 24 l~ 
全 一 」一一ー 一 ← 一 一 一 一 一 トーーー
~IJ 商 -]3 23 4 4 17 17 39 46 29 10 
，.、 一 一 一 一
A エ 18 18 4 4 18 2D 42 37 17 J2 
日 、J --. ← 一 一 一 一 一 一 一
吾ト 13 23 10 円 ]2 18 41 42 24 9 
一 一 一 一 一 μー ー一
f削 同 総
12 19 8 9 8 1.') 48 42 24 14 
一 一一ー 『 一 一 一 一〆、 管 10 23 !S 11 8 19 37 43 26 4 
B 一 ---，-一 |一一ー一一 一 一一、J 職晶 J5 24 お 5 13 17 43 42 23 16 
一





























c (4) 1 fi1 111ヰI9 I 2 




l当~I~ C f司、1 I 3 4 」ノ 、J 、J
A (1) 1%1 .2 4 
一
B (3) 。I 5 
← 一 一。C4) 2 5 15 
一 一
D (ち〉 1 '.2 3 
-一一寸4一













:B ，( 8，) I .2 4 1 11 1 











B (3) 2 10 d 
一 一
‘Gζ4) ツ匁 2 31 
一
D，C5ιコ 。0， 2 
一 一
E (2) (') 1 エ
D 却
p'、 待、v













( 1 )-以上の調査結果をごく大まかみに要約する ιと，現代社会の多くの人々はs 鋼玉昼間提言・
(10)の'ような境面においては，ぞ的理由主するととるはと事かく，長男である同会.が



























































に欠けている点をよく指噂していく必要があるであろう 0 とう した情噂.も，件I3 ，~郊皆で特
1:'必要であると調査結果から判断される。


































































































































t 1) 全国，~ピの比鞍て第 8設の 1 ) 
(イ)まず児童生徒についてみると，選択肢3(D)の「仕事に男kの差別はないは千だ














(3)男女の比較〈第8衰の 1) h 







c，ノザさいピlζ教師についてみると.と ζでもほとんど芽がなく， 選択肢ラ (A)を為ぶ
もの，が記母の場合と同じく男にギや多い税度である。
"'" 43-
館8表の T(児宮生徒 ・父母 ・教師)
下二11-B 2-0 3- D 4 ~ E 15一八
lc I)1<.2) (1わ)I(1 )IC 2 ) 
男 1% 9 50 35 37 29 ]2 20 1 6 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
女 1 G 49 38 40 36 9 別 。1 
一 一 一 一 一 一 一
五 計 1 8 50 36 31) 32 11 :;0 1 4 
一 一 一 一 一
全国 1 I t3 48 40 44 33 17 I 1 1 ，4 
男 1 4 147 4-1 49 30 ・na l:~ 1 I 8 
一一中 女 。4 46 43 50 ~4 3 17 1 2 
一 一 一一ー 一ーー 十一一一一
一 計 1 4 46 143 49 3!t 二千一 一 ド一一
全国 1 5 19 I 43 46 35 
男 1 8 56 34 I 41 I 33 1 1沿
中 一 一一一
女 。6 61 48 I 36 I 30 2 n 
一一一
警j- 1 7 58 41 I 38 I 81 2 15 
一 トー 一ー 一ー 』ー一 一 一 一 ヤー ーー 一 一 ) ー l
j全国 1 7 57 45 40 31 2 l~ 
男 。自 57 53 40 28 。8 。4 
高 トー一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
女 1 6 .50 δ1 47 31 1 の 1 6 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一
一 計- 1 6 54 52 43 30 
。7 1 5 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
全国 。fi 58 56 40 27 1 5 1 6 
男 3 8 51 36 I 39 41 3 ]0 1 5 
父 一 一 一 1-ー一ー 一 一 一 一 一 一 一女 1 5 49 36 ' 45 42 3 12 1 4 
一 一 一 一
36 r;-一 一 一 ~ 母ヒ 計一 2 G 50 41 3 11 1 
一 一 一 一
必 139
一 一 一 一 一
全国 8 ら 56 40 2 8 1 4 
男 1 6 56 5': 41 31 1 2 
教 トー 一ー ヤ一一
女 。7 56 54 44 3長 。3 。2 
一 一 一 一 一 一
師 計 l 6 o6 55 42 32 I 2 。3 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一














\回答 1 一作 ~ O 一一一一 一3 - D 14 -E 5 - A 
類コト"IcOlc2)fl*2) C 1料 Ic1 )!<斗 1*2)
小五 61 38 34 32 6 22 。3 
叫l 一 一中一 5~1 37 36 43 4 10 。8 
村 一 一 一 一 一 一 一 一
?郁
ql三 57 33 35 3fj 5 2υ 2 与
一 一 一 一 一 一 一 一
剤- 60 37 35 :~S fi 17 1 4 
1、」工 e“ 、 10 δ2 3{，¥ gl1 2~ 7 20 1 5 
平 句輸・ -ー・.一 一 一 一 一 一 一 一
中一 1 δ 38 44 57 25 4 17 。~I 村 一 一
部 中--
。'7 ilO 4.3 47 26 3 ~3 。1 
一 一 一 一 |‘一一 『ー一 一
計- 1 1 47 40 48 27 4 2J 
小五 1 6 I 43 35 
l到竺 17 ~二 4 町 トーー一一一一一 一 ~I 中一 1 4. 143 44 49 I 21 3 17 I 3 
一 一 一 一 一 一 一一一
部 中三 2 6 
6] 38 33 33 3 15 ! 2 8 
一 一 一 一 一 一 一 一





小3主 ο9 7 15. 
部
牛ー 。2引三 50 131 1 14 市 一一中三 1 I 10 33 I 30 1 9 l 7 部 一一 一一
計- 41 I 33 3 J3 1 5 
課 普
。6 54 巧4 45 26 。6 1 4 
農 2 5 57 δ0、 35 。32由 8 。2 
全 程 一 一一一一荷 1 9 -，;2 48 :17 27 () 7 8 
iJlJ 一一一一一一一
δ 
I 。8 50 57 i}O 23 6 。
r-、
日 A 家 。4 46 49 50 88 1 6 1 、J
計 1 tミ 1)2 49 45 32 。7 1 i> 
一 一 一ー一ー ドー 一同一 一
制問 総




「ーネ 当表毒弓己 1 δ 60 53 ~l9 :a 一 一一九J
職 1 7 52 :'>4. 4.3 
定時制! I 01 41判50j '471ぉ|~ I 8] 0 I ，3 
(5)地域別 ・年代別・課程別父母の比較(第S表の3)












》dl答 }.-寸一口f-D1院 5-A 
別~
( 1わ川(2* 1 )IC2 
山材 官官 7%1 7 I 36 I 3t 1 57 I 40 I 6 I ]4 
→:国一 一一一一一一平村部 3 1 4 I 53 I 32 I 36 I 40 I 4 I 15 
町 部 2 7 52 38 41 4.1 8 9 1 4 
一
_._ 
一 一 一 一
都市部 お 6 52 38 43 <10 '2 8 2 6 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 ト一一一一
30代以.下 1 7 52 34 42 42 2 11 1 4 
一 一一一 一 一EP 4 0 代 2 6 I 50 I 37 43 41 3 a δ0代以よ 3 5 I 50 I '37 41 4-0 6 5 
JEWヨ. 2 4 55 47 39 36 2 4 
1果
器 3 6 52 38 38 36 4 8 
J戸4、h 手皇 一 一
商 '2 10 51 44; 43 321 3 13 1 1 8 
J3U 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
主 3 7 55 40 37 31 5 19 Q. 3 
f、 一 一 一 一 一 一 一 一 一日 A 家、.J 2 お 5.0 40 46 36 1 14 。2 
一 一 一 一 一 一 一 一
2 42 41 35 3 12 l ~S 
一 一 一 一 一 一 一 一一一
f凶 同 '友Joa;.込p 1 5 53 4.1 ‘臼 39 2 9 1 6 一 一 一 ト一一一一 一 一 一r、 普 2 5 55 51 岳1 33 生 7 1 4 B 
v 一 一 一 一 一一ー .一 ー
職 2 8 53 39 40 35 盛 14 1 4 













ノ ト11-.8 2-0 13.-!..D 4-E民主く1)¥c 2 ) ( 1 )!C 2 )lC 1 )!(2) C 1 *21 
小学校 1% 6 ~fj 
培 11r445 f 
31 1 8 1 2 
中学校 。4 54 52 38 1 3 。3 
一
高等学校 2 10 62 52 29 。・0‘' 1 6 
代 1 5 54 ら5 43 20 。8 。6 
一 一 一 一一 一
3 0 代 。8 5'.( 51 44 34 1 2 。2 
一 一 一 一 一 一一一 一 一 一長。 代 1 7 56 55 42 .34 1 1 。2 
一 一 一 一 一
50 代 。。益8 66 52 31 。。<、 。。
普2 ]5 63 蕊8 34 19 。3 ] 6 
両県 一 一 一 一 一 一 一 一 一
穏 農 8 1J 64 46 31 3] 。3 4 7 
全 j31J 
戸、， 商 2 8 58 56 40 :43 。2 。s 
A 一 一一一 一 一 一 一 一、J ゴこ 1 ]4 6ti 46 :.m 30 。1 。8 
日 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
長十 2 12 64 52 33 26 。2 1 7 
一 トー ー- 一 一 一 一 一 一
刊訂 同 総
2 .4 54. 51 40 38 . 0 3 。4 
普三PFE一 一一J綱崎、 。3 I 1 I (jB ー岨副圃園町咽H・圃圃園事 ‘--ー-唱同情圃圃-副・匝町_.-・・・圃岨圃_，-・ -圃司、J
職 60I 50 I 34 I 29 。2 I 1 I 5 
定時制 I 0I 2， I 56 I 591 44 I 351 I U-r~- I 0 I 7I 
ぐ7)意識と実践の相関関保ぐ第9表の1-6)

























































子(A R C D E 〆-、 F句、 ，-.、 〆ヘ r、う 2 3 4 、J 、J 、J 、J 、，_/
八(う) ~~O 。1 。。
一 一 一 一 一
B ( 1) 。。2 1 2 
一 一 一 一
c (2) 。。18 19 3 
¥ D C 3) 
一 ド一一一 一 一。。20 13 。
一 一 一
E (4) 。。11 6 2 
_(J 
第 9表の3(中3) 第9表の4(高2)
D E ミ，..， r-. 3 4 5 I 1 v 、J
A (5) 1% 。2 1 1 A (5) jω。
一一 一
B (1) 。。4 1 。 B(l)1 01 018111 0 
一 一 一 一 cω|τ|τ|ぉ1-;1τC (2) 。。21 18 1 
一 一
D (3) 。。19 11 。 D (3) 。。11411810 
一 一 一 一 一τlτ|τ|τ 'E ( 4) 。1 10 6 E (4) 。
第9去の5(父母〕 第9表の6(教師〉
子hiB C D E r、 r、r-. ，-. 2 つ.J 4 、J ¥，./ 、-' 、J
0% 1 1 1 1 I 1 I 0 A (5) 0% 。2 1 。
一一 一 一 一
B (1 ) I 0 I ，1 I 2 I 2 I 0 B (1) 。G A 2 。
ー一一一一 一 一 一
c (2) I 0 1 0 I 17I 17I 1 o (2) 。。35 16 。
ト一一一
D C 3) I 0 I 1 I 20I 18! 1 D (3) 。。10 26 。
一 一 一






























































































( 1 )児童生徒・父母・教師の比較(第4際!の1-6) 




































1 宮 8 4 B 





























A B C D 








































第四五の 1C児武生徒 ・父舟 ・教師〉




男 3が|土 6 12 26 38 62 48 Ae詰， 8 
一 トー - 一
女 .0 ， 13 24 24 68 50 4: 7 
』一一
五 間- 3 I 4 4 12 25 28 65 1')2 8 
q 、
炉・ー--ド一一 一 一 一
全国 D 13 2~ 28 ô~ 47 3 4 
一 一 一 一 一 一 一
男 3 8 27 3~ 66 55 1 9 
出
女 2 3 3 10 24 27 67 5~ 1 8 
一 一 一 一 一
一 計 2 3 3 9 hLJO - 30 67 n4 工 S 
一 一 一 一 一 一一一 一 一
全国 1 2 3 11 .2.:J 31 71 4~) 1 8 
男 3 1 .2 4 8 2$ ~1 64 50 3 9 
中 一 一 一 一 一 一 一
女 2 9 26 32 66 50 1 8 
一 一一3 2 3 9 26 30 6ら 50 2・8 ・ー 一 一 一 一 一 一 トー ーー 一 ト一一一
全国 2 2 2 9 30 3] 65 49 1 n 
一 一 一 一 一 一 一 一 一
男 1 2 1 6 :!S 37 60 50 。。
高 一 一 一 一 一 一
女 1 2 1 11 38 39 50 43 1 5 
一 一 一 一 一 一 一 一 一
一 言1- 1 s、 1 8 38 38 60 47 1 5 . ‘ 
全国j-]τ一 一 一 一。的 ‘ム:』， 4~ 40 巧6 45 。υ 戸
男 1 会 6 、民，骨J，J ::_I~I 2 11 36 5 
父 一 一一女 1 1 2 10 43 34 51 48 2 G 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
理: ~ I・ 1 2 4 10 47 34 4:> 47 ι司」 8 
一 一 一 一 一 一 一 一
全国 1 d e， 5 13 50 37 43 43 1 4 
一 一 トー一一 一一一 一 一
見 1 ‘e1‘ ・3 I~ お1 46 45 ~{2 1 8 
教 一 一 一 一 一 一一ト一一 一 一 一
女 1 。3 18 60 42 44 32 1 2 
一 一 一 一 トーーー一一一 一 一
師 計 1 2 3 15 60 45 44 32 I 8 
一 一 一 一 一 一 一 トー ーー 一 一 一
全周 。.2 4 13 δ6 47 生。 :~3 。お a
一
一部一









円三 l-A 2- 13 3-0 4-D 5- E C 1 )JC 2) C l)!C 2) 仁1)IC 2) ( 1 )JC 2 ~ 
小Z13% 8 3<.1 27 60 52 】 8 li 
中- 1 2 3 。，、 .n :J、sd、。3 53 1 G 
村 一 一 一一一 一 ト-・ 一
~~~ 中三 1 1 町d 6 
;0 26 64 157 3 9 
一 一 一 一 一 一 一 一 一一
計 2 2 2 7 35 29 59 54 2 8 
一 一 一 ト一一一 一 一 ← 一 一 一
小玉 46白》 2 7 12 23 31 66 45 4向- 8 
平 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
中一 e、 3 1 7 13 2fi 8汚 !'i5 。12 電)
，~1 一 一 一 一 ト一一一 一 一 一 一 一 一
中三 2 2 2 11 27 23 67 υr.:。内 2 11 
部 一 一 一 一 一 一 一
計 2 2 e。、 10 22 26 72 52 1 ]0 
小豆 4 5 4 13 26 2o 60 51 υ P 6 
，司T 一 ト一一一 一 .一一 一 一 一
巾-. 2 4 3 10 27 21 s6 58 2 8 
一
部
中三 8 1 3 11 23 35 69 48 2 8 
一 一 一 一 トー 一ー .一一一一 一
4 
計 4 3 3 11 25 27 66 53 2 6 
一 一 ト一一一ト一一ー一 一 一 一
小五 2 n ・4 4 14 23 23 68 52 2 9 
部 一 一 一 一 一 一 一
市
中~ I 1 4 3 9 どの 1 9 
告官
中三 a 2 3 I 5 47 工 9 
ト一一一一一一ー












のに対し， 全ヨi憾では選択肢4 (D)の行動を選ぶものが最も多くな っている.
- 59 ，_，; 
第10表の 3:(父母)
ドご 1 -^ 2- B 3--(J 4 ，，---D 5- E く])IC 2) C 1)/( 2) (1 )/on ( 1 )!c 2) 
山村部 ]% 3 3 7 46 31 4; 56 3 ら
一一 一 一 一 一 一 一 一平村部 1 3 3 47 ;'5n 46 行。 2 [) 
一 一 一 一 一 一 一 一開3 部 1 1 4 15 49 36 44 43 1 6 
一 一 一 一 一都市部 。2 6 13 4!1 35 51 44 1 δ 
一 一 一 一 一 一 一30代以下 1 2 3 Jl 55 33 46 品8 a円M 6 
一 一 一 一 一 一 一
40 代 。2 4 11 49 38 43 46 2， 6 
一 一 一 一 一
50代以上 1 生 5 9 47 85 必 149 1 E 
普 1 3 5 10 50 41 40 ぶ) 1 る
~: 一 一 一 一 一 一 一 一差是 1 3 5 5 48 39 42 4'3 1 δ 
全 程 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一ー一ト一一商 3 5 4 11 4.8 37 44 I 44 。3 
5J1J 一 一 一 一 一 一 一 一ヱ 4 3 4 15 49 30 42 49 。3 
" 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一日 A 5信手昔2、、J 2 3 6 10 48 35 4.0 45 u n 6 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 ← 一計- ゐ2 8 5 10 49 8ケ 42 43 1 4 
一一 一 一 ト一一一 一 一 一 一 L 
同 総
1 2 4 12 47 35 47 42 1 8 mu ←~ー『ト一一一 一
" 普 1 4 5 7 50 42 45 42 。4 T~ 一 一 一 一 一 一 -一一v 
職 3 4 5 9 48 35 42 45 1 4 
定 n寺制 1113/5/914-8150J釘|訂|
(6 )学校段階別・年代別・課手訪日教師の比較〈第 10表のむ
〈イ〉まず学校段階別にみると， 選択肢3 くC)の考え方を選ぶものは中 ・高等学技に目
だって多いが， その意識と実践のずれも中 ・高等学校に呂だっ，-C顕著なとと， 選択肢
4 (D)の考え方を選ぶものは小学校に最も多心中 ・高学校と進むにつれて減少して
いる乙となどが指摘される。
〈ロ〉つぎに年内別にみると， 選択肢3 CC)の考え方を選ぶものは， 2(}代 ・30代 ・
- 60時
40代・ 50代と年代が進むにつれてしだい前大Lている ζと，選択肢4(D)の行!1YJを




1-Al2-B!3-0/4-D/S E 同 一一
~ 1 )I( 2 )!( 1 * 2 * 1 * 2 )!c 1 )!c2 )l( 1オ(2)
小学校 1% IO I 46 43 δ1 3}j 。6 
一一トーー
中 学校 。2 3 13 50 47 . 38 32 1 6 
一一一ート一一一一一一一高等学校 。3 6 21 60 44 34 28 。4 
← 一一 一. 一一一ドー一2 0 代 1 工 3 10 4.8 岳8 47 34 。7 
一一一一一• 一 ト一一一← 一一
30 代 。ds， h' 1 16 51 38 48 33 。6 
一一. 一---. 一トーー
4 0 代 1 2 8 14. 55 56 30 29 。4 
一 『ー 一 一ー 一
u 0 1i: 8 。，、 。10 あ 55 52 .21 。10 
課
会E主ヨL 。1 6 zl 61 40 32 25 。。
一 --，-一 ー一程 陸 1 3 9 23 62 43 27 23 。5 
'I: 男IJ一一一一一一一 一一一一商 。2 4 23 63 46 35 25 。。
fヘト一一ー 一一一一一一一一一A 主 。5 4 お 62 46 32 22 。日 v 一一一。3 6 23 I 62 44 32 24 。4 
一一市リ
同
金~、. I 6 5 14. 52 35 .12 40 。4・
トー一ー 一r、普 。工 6 27 61 40 32 25 。δ 
B 一一、ー'
職 。。<、 6 ~l 60 4の 32 24 。4 

















館 11表の 1(小 5) 第 11表の 2(中 1) 
A 
13 (2.) 1 2 2 7 I 0' I R (2) 
。(3)10¥ 016¥18¥ 01 C (3) 。。9 
D (4) 1 1 1 1 111 I 41 I 0 I D (4) 1 
。15 37 I 0 
一






第 11衰の 3(iや 3) 節 目表の-1(高 2) 
C D ]i; ¥芯 識
一ー一一 -.，-:-司
A B C D E 
r、 r-、 r旬、
3 4 5 、J 、J ¥J 
¥1 
実よ¥，戸、 r-、 f‘、 〆「 ，曲、1 2' 3 4 5 、ー' 、J 、J ¥...J 、.J1
A (1) 。10101010 
% 
八〈1〉!o%。1 。
1 ( 2) 。1-11-]1-71τ ーー。
一
円 r':2 ¥ ( τl o 1 10 17 c (3) I 0 1 0' 16 I 2 。
一一 一 一
1・14 37 I 0 
E (5) I一一一一1 E(5)1 01 0111 51 。









o I1 1 1 1 0 I A (1 ) 11
M
; 0 I 1 1 o! 。
・ー由，ーー剛司 ，~由-圃』恥園田園圃圃国圃圃凪 金司F・H司圃噛旬再
B (2・〉 。 13 (2) 1~1-1 IδI 7 I 0
一 一
C (3) 。1 171町 01 。(3 ) I 0 I 0 I 32 1 10 1 0 
一




E(5)1 01012131 11 E(5)1 01 0141 210 
3 調査結果の考察
(1 )以上の結果をどく大まかに要約すると，現代社会の多くの人 は々， 調査開館(3) 
のような問題場面においては，個人が寓する家の社会田とか家柄によって人間を差別的に
取扱うbいうととはほとんどなく，あくまでも・4 倒の人間として，相手の人格を郡霊しつ























( 3)つぎに主として指導tの立場から若干の考察を選択肢どとに加えてみよう。まず選 | 































































'( 1 )児童生徒・父母 s教師の比較(第5翻の1-4) 
(-{ )まず[問 1)すなわち意識についてみると，各層とも選択肢2 (0)の 「自分の好
きな仕事を平める必要はないが，家から適える疋くの町に今と同じ仕事をさがして，家
の手つだhもする。Jという考え方を選ぶものが圧倒的に多い。
〈ロ〉設択肢3 (B)の「荷続も類視の人たちも b みんな太郎君が家業をつぐよ うにと言




































































全国の傾向とほとんど同じであり s 中 3~亡沿いて全国をや平下まわる程度である。
〈ロ〉つぎに父母についてみると，選択肢5(A)の考え方と行動を選ぶものヤ，選択肢




















第四表の 1(生徒 ・父母 ・教師〉ドゴj-D 2-0 3- H 4-E 5-A 
( 1 )!< 2) ll*2) (1 *2) 
男 9% 13 52 36 。 .27 10 15 
中 一
女 10 9 60 10 8 11 1 12 22 9 19 
一一 一 一 一 一 一 一
一 計ー 11 13 56 37 7 11 17 24 9 14 一 一 一 一 一 一
全国 12 12 。59 42 ti 11 15 124 9 11 
一一一 一男 13 58 4) 4 8 16 26 も3 71 
高 一 一 一 一 一 一 一 一一女 18 10 67 54 .2 8 11 20 3 81 
ーー一 一 一
23i3 一 計' 18 ]2 62 .10 3 8 14 7 
一
組 lτ全国 16 14 62 48 3 9 16 6 
男 19 1 6 l'44 I 4;~ I 71 7 116 1 24110 17 
父 一 一 一一一一一一一 一
女 10 7 52 4.0 9 8 17 27 11 18 
一 -_. 一 一 一 一 一 一
母 計 J6 6 48 41 8 円， 17 25 11 17 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
全国 14 7 5!l 46 5 6 19 2お 7 3 
男 27 8 60 70 1 4 11 14 1 i 3 
教 一 一 一 一 1-ー 『ー一 一 一 一
女 2誕6a|i 凶陪
67 o 1 '7 10 14 I 1 I 4.
' 一 一 一一 一 一一
日必 計 8I 61 。9 1 I 5 11 14 I 1 I 3 
一一一 一一 一 一 一
全国 10 I 60 66 2 I 3 13 131 .2! 3 









る白総合・普通 ・i舗業の別では，普通部穏は選択肢2 (0)を選ぶものが去をも多く ，そ
の意識と実践のずれも普通課程において最も顕著にみられる。 . 、
第四表の2(児童生徒〉
ドミr-D 2 -0 ! 8 -R 1.1 - E 15 - A ( 1 )JC2) (r* 2)]( 1)1ω)Ic 1 )[c 2)くr*包)1
11村 3%1 (3 45 I 46 I 1] I 8 I 20 I 31 I 11 I 8 
1・h 一 一 一 一 一 一
平村 7 9 55 37 5 15 18 el 15 ]8 
一 一 一 一 一 一 一
町 13 1の 54 27 8 15 26 11 16 
一' 一 一 一 一 一 一 一 一 一
都市 12 16 58 35 7 14 18 22 4 1;3 
課
普民 |日 初 471 -4 9 I 12 
一一一一 一 一 一一一 一一
農 131 8 1 60 1 50 1 :2 8.1 20 2RI5112 
全程一 一 一 一 一 一 一
商 27 18 54 47 3 10 12 17 3 7 
l.U 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
f、 工 29 9 .56， 59 1 9 13 23 1 。
A 一 一 一 一 一 一 一 一 一日 、J 渇-え. 12 9 70 54 t咋J 8 9 22 3 9 
一 一 一 一 一
計 18 l~ 64 50 ;j 8 13 22 3 7 
告リ 同 総 16 12 64 47 3 7 15 28 3 7 
一 一 一 一 一 一 一 一 一
r-. 普 14 15 t¥9 B 49 
昔、， 9 12 24 2 
、J
職 24 10 55 53 ぷ2 10 14 18 4 。












第123衰 の 3 (父母:)
子と]-D 2-0 (3) *:J与:5-'A ( 1)|(2) く1)!c 2)
山村 部 16% 7 47 40 8 7 15 27 14 ]9 
ト一一 一 一 一 一 一 一 一
']7.村 部 11 5 46 32 9 10 15 25 1δ 25 
一 一 一 一 一 一
町 部 15 6 52 43 5 5 17 24 n 21 
一 一 一 同-- 一 一 一 一
都市部 15 6 5] 46 9 6 18 27 7 13 
一 一 一 一 一 一 一 一 一
30代以下 ]5 7 48 44 6 6 17 ']，7 11 14 
一 一 一 一 一 一 一 一
40 代 15 5 49 40 6 7 18 26 10 18 
← 一 一 一 一 一 一 」ーーーー一
50代以上 15 8 47 42 1盛 7 13 22 n 19 
虫Iヨ色 22 11 ε1 巧O 2 品 20 25 4 10 
課 一 一 一 一 一 一農 19 基 36 t32 13 11 15 2'3 12 25 
会 一 一 一 一 一ー 一手呈 商 19 ]0 50 37 7 10 16 31 8 11 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
l.1J 二[ 14 7 40 4~ 22 5 lf) 30 11 12 
一 一 一 一 トー ・ー 一 一 一 一
日
，.. 
家 J5 8 53 48 3 7 22 23 '6 15 Iヲ、d〆 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
計- 20 8 47 43 7 .司' 18 26 ，7 14 ， 
市j 同
首丞 18 8 53 48 4 7 18 !l3 6 ;3 
r、 普 21 10 53 49 2 A-:J ， 19 30 4 9 B 一、._/ 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一
職 18 7 42 36 13 9 15 '27 10 21 






に目だって多く， 40代・ 50代と進むにつれて減少している乙と， 40代 ・50代では選
択肢1 (D)の「どうし子う仕取をするかは自分の問由だから ，今のままで今の仕事を続
けさせてもらう」という考え方と行識を選ぶものが多いととなどが指摘される。







法え 1一DI 2-0 I 3-D I 4-E 1日
(1)1向 I(叶戸∞|(1)1<可2) 1(1) I (2) 1 (町(2)
小学校 12叫10r 5gJ6~J~ _L6~111 _1~ I 01 4 
|中学校 I2 I 71 63172 11 I 3111 114 1 1 I 3
高等学校 1 27 111 I 52 I 61I ~ J :5 15 j 17I 3! 5 
2 0代 12行I8 I 63) 68I 1I 61 9 ]15I 1I o 
3 0代 12 I 81 6!l [67 I 11 :)111 11311 1 fi 
4 0代 136I 91 50 1 u8 I 3I 311115 I 0I 2
。代 184 r 17I 45 I 62I 0[ 3 11714 [ 0 I R 
普120I 8150 1_6:1 3 I 9I 12T141-4 f4
誤 濃いoI 41 37; 57 I 4I :5 I 23Iぉ1518 
全 程男IJ 高|釘1131吋60I 21 2 1 1 3~ I ~l I 0I 4r、
日
土ェ1281叶ぉJI 62 I 1I .117116 I 31 7 
計1~S 1川49I 621 3 1 R 6 17I 3I 6
総1219 I (30 57I 2I 313118 1 2 1 4 
:普|鈎I8[州4f8 ] 9 11 2 ド~;
U 轍 L2~ ~1_! 49 ! 61 I~ I 4181 ]913 ] 7







〈ロ〉つぎに父母についみると，生徒の場合と同様にQ-C型が最も多 いが J C-E 
-74ー
型が14%もあること， 意識と築践の不一致型が圧倒的に多いととなどが注1目される。
vっさいどに教師についてみると. C-c型が ~5 %も占め，D-C型がとれにづいで
多<19 %となっている。意識と実践の一致 ・不一致の関係を総体的にみると， 生徒や
父母:の場合と異なりー致~~のほうが圧倒的に多くなっている。しかし，教師において.も
E~E!'t~・。 -E型・ O-:B型等がかなりみられる乙とが注目される。








( 1 )長子優先の包括的(:t-J続首!lIi，直系的立父長的家政制度の骨併であって I .老後に
る親の扶売の問題ともからみあい，するどく意識にのぼってくる問.ltIDであると考えら
調査問題 (11)は家業の相続という側町からとの間切についのむ締的価航観をさ々は，ぐ
ろうとしたものであるが，以上の~}:呆をごく大まかに嬰約すると，現代社会の多くのI
I自分の好きな仕事をぞめる必要はないが，家からも;国える近くの町に，今と同じ仕事を
ざがして家の芋つだいもする。 Jという身え方と行動をJ'lJ:も道徳的に価値商いものと
しているとづけられる。つまり，偲人と家，白己と他人をともに同なさせるような遣を道
徳的に最も価制i高いものとしているのであって， rどういう仕官をするかは円分の|与酎ぎ
のだからjとして，家業のととや年とった雨明.のζ とをいっさいかまわないという考え主
ぞ行動_，r長男が家をつぐのがあたりまえだし，先机からの田J:U1なのだからJとして，太
君が家業をつぐのがよい」という純舗な「家」中心の荷え方平行動を党ぶものはきわめて
少ないのである。
思うに~己を生かすζ とが同時に地人を生かす乙とになり，他人をrr.かすととがとりも
なおさず自己がよりよく4:きる ζとになるという道を発見し，それに向って進むというこ
とが最も道梅的左ありJにかなっていると考えられる。とうした点からみれば，以上に述
B ベたごと き現代社会の多くの人々の道徳的価値観の一般的傾向は，まととに望ましいもの
であるといえるであろう。
(2)しかし，現実を客観的にみつめた場作に果してどうであるかという疑問はいぜとL
て残る。「家Jのために個人がその正吋な人間的要求さえも殺さなければならないという
事実は，現実にはかなり広範囲にみとめられるのではなかろうか。そして，手どもたちも
案外 「そういうものなんだJ， rいなしかたのないもんだ」と締めさ勺ているととのほう
がむしろ事実に近いのではあるまいか。とれらの点を深くっつとんでみて，子どもたちの
内に成長しつつある正しい人間的要求と「家」の重圧との相互関係・，そ乙における彼らの
悩みや苦しみ，希望ぞ理程!などを総合的・カ動的にJ'巴;卸していくととが今後の伊ヂ課題と
なるであろう。
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d 
η 
と3)つぎに主として指導上の立j若から若干の考察を選択肢ごとに加えてみる ζ とにす
る。まず選択肢2(<1)の 「日分の好きな仕弔を平める必要はないが，家からも通える近
くの町に，今と間じ仕事をさがして，家の手つだいもする。」という考え方と行助は，白
色を生かすとともに，親平家の乙とをも考え，親も自分も共々に生かしていとうとする白
血敬愛の人間尊重のょに立ったI.::J覚的な行動態度であると思われるので，理想と現実の自
己と他をつねに総合的・統一的に抱握してい乙うとする態度をいっそう助長させていきた
い。調査結果からみて，とうした指導はとくに中学校3年あたりで必裂であると判断され
る。
(4 )選択肢1(D)の「どういう仕事をするかは自分の自由なのだから，今のままで今
!t仕事を続けさせてもらう。」という考え方と行動を支持するものに対しては，路氏夏fの
わり主主論だけで割りきらず，もっと現実に目を向けさせるような指導，もっと人間味のあ
る弾力的な考え方と行動の仕方を身につけさせるような指導が望まれる。しかし，それが
ために，ょうやく成長してきた自我の独立意識をくじくような ζとがあっては左らいであ
号うs
ぐ5)つぎに選択肢5 (A)の「長男が家をつぐのがあたりまえだし，先祖からの田畑な
のだから，太郎君が家業をつぐのがよい。 Jとう考え方と行動についてはどのように考え
込ら!よいであろうか。乙のような考え方と行動が，必ずしも 「根本的に民主主義道徳の成
長在妨げているJものとはいえないけれども，少なくとも伝統的を直系的家父長的家鉄i!?リ
変をその根底において支えてきた考え方と行動であるとみてさしっかえないであろう。し
た添って b とうした考え方と行動を支持するものに対しては，その基調をなしている社会
的・謡済的・文化的な条付に回を聞かせると同時に，いつまでもそのような行動態度では
民主的で明るい家庭ぞ社会の建設は望めず，ひいては自己自身め幸福もありえないととを
具体ゅに指導する乙とが必要なのではあるまいか0 とうした指導は，高2よりも中 3段階
で特にJ]を入れる，主要があると調究結果から判断される。
:S' )また，選択肢3CB)の「雨竺弘司も親類の人たちも sみんな太郎が家業をつぐようにと
.. 77ー
， 
、
言うのだから，言われたようにするtほうがよい。 Jという考え方と行動を支持する志の止
対しては，両親ペコ親類の人たちの言うととにも大いに王子を傾ける乙とはもとよりたいせづ!
在乙とであるはれども，同時にまた自己の主体性を確立する♂というととがいカ3にたいせ乎
左乙とであるかを理解させ，もっと自己を確立し，白分の考えをはっきりもたせるよう掛
噂する必要があるであろう。とうした指噂もrT3段階で特に霊視されベるきであると判断
される。
(7)さいどに選択肢4伺の「々の仕事:を続けるのと家業をつぐのと，どちらが生J
が楽になるをを考えてからさめる。」という考，え方と行動は.5つの選択鼓の中では最も
功利的・打算的な要素の濃厚なものであるが，しかし，それが功利的・打算的であるがゆ
えに一概に批判さるべきものではもとより左い。むしろ，生活の安定というととは人間生
活の土台であり，特にわが国のような貧しい社会にあっては， 物質的・経済的情値を重ん
ずるととはきわめて必要な乙とであるとも考えられる。けれども，生活の安定というとど
を単に物質的，経済的な観点から考えるのみでなく，社会的， 精神的な商からも考えさ
せ，社会生活はつねに人間的信頼感を基調とする相互依存的なものでなければならず，ぞ
の中に真に人間としての生きる喜びぞ価値を見いだすような帰導が望まれるであろう。乙
うした指導は.中3段階でも高2段階でもそうとう力を入れる必要があると判断される。
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